
図
」
が
あ
る
こ
と
で
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

以
来
、
江
戸
時
代
末
期
に
至
る
ま
で
、
白
内
障
手
術
は
盛
ん
に
行

わ
れ
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
『
審
視
瑳
函
』
『
銀
海
精
微
』
を
始
め

と
す
る
支
那
眼
科
書
に
も
金
鍼
法
、
あ
る
い
は
貴
ん
で
「
金
」
と
称

し
た
針
を
用
い
た
手
術
法
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
白
内
障

手
術
は
眼
科
に
於
け
る
最
も
重
要
な
手
術
と
さ
れ
て
い
た
。

江
戸
時
代
に
一
流
一
派
を
名
乗
っ
た
各
眼
科
流
派
は
、
こ
れ
ら
の

手
術
法
、
あ
る
い
は
手
術
用
具
を
秘
伝
中
の
秘
伝
と
し
、
手
術
法
に

つ
い
て
の
詳
細
な
記
録
を
固
く
禁
じ
て
、
口
伝
を
も
っ
て
の
柔
継
承

す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
た
め
に
、
当
時
の
白
内
障
手
術
が
具
体

的
に
ど
の
様
に
実
施
さ
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ

と
で
あ
る
。

今
回
、
東
京
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
土
生
玄
昌
が
記
し

た
『
白
内
鬚
手
術
人
名
実
験
録
（
東
京
大
学
図
書
館
蔵
書
国
曽
忌
ｇ
）
』

に
収
録
さ
れ
た
四
七
症
例
に
つ
い
て
、
手
術
眼
、
手
術
日
、
手
術
時

刻
、
手
術
回
数
、
手
術
場
所
、
手
術
時
体
位
、
術
式
、
術
後
経
過
に

つ
い
て
の
統
計
か
ら
、
江
戸
時
代
末
期
の
白
内
障
手
術
の
状
況
に
つ

い
て
の
考
察
を
加
え
た
い
。

（
京
都
府
京
都
市
）

明
治
二
年
九
月
に
福
山
藩
に
よ
り
開
設
さ
れ
、
廃
藩
置
県
の
政
治

的
行
政
革
新
に
よ
り
、
医
育
・
医
療
使
命
を
充
分
発
揮
し
な
い
ま
ま

に
、
明
治
五
年
十
月
に
そ
の
終
焉
を
迎
え
、
郷
土
の
医
療
史
か
ら
姿

を
消
し
た
。

広
島
県
内
で
は
、
西
部
に
広
島
藩
が
あ
り
、
そ
の
藩
校
と
し
て
修

道
館
が
あ
り
、
そ
れ
は
幾
多
の
変
遷
を
経
、
名
称
を
改
め
つ
つ
、
明

治
十
年
に
広
島
県
立
広
島
医
学
校
と
し
て
再
生
し
、
多
く
の
人
材
を

生
ゑ
、
地
域
の
医
療
・
文
化
に
寄
与
し
て
き
た
。
そ
の
一
部
に
つ
い

て
は
、
既
に
第
九
十
回
総
会
で
、
広
島
地
方
の
藩
医
た
ち
と
そ
の
業

績
に
つ
い
て
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
は
い
わ
ば
、
広
島
県
東

部
地
域
に
お
け
る
日
本
医
学
の
黎
明
期
を
象
徴
す
る
こ
の
問
題
に
つ

い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

福
山
藩
医
学
校
並
び
に
同
仁
病
院
と

医
人
た
ち

江

川

義
雄
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福
山
藩
は
、
隣
り
の
安
芸
藩
、
岡
山
藩
の
間
に
あ
っ
て
小
藩
で
は

あ
っ
た
が
、
第
七
代
藩
主
・
阿
部
正
弘
は
若
く
し
て
、
幕
政
の
最
高

権
力
者
で
あ
る
筆
頭
老
中
職
に
な
っ
た
。

当
時
日
本
を
代
表
す
る
学
者
と
の
接
触
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
し
、

阿
部
家
は
代
々
、
文
教
政
策
を
重
ん
じ
、
特
に
蘭
学
に
つ
い
て
は
学

と
し
あ
き
ら
た
だ

習
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
江
川
太
郎
左
衛
門
、
川
路
聖
謨
、
岩
瀬
忠

な
り震

、
勝
麟
太
郎
ら
の
推
挙
で
杉
純
道
を
蘭
学
の
医
官
と
し
て
、
江

戸
・
誠
之
館
教
授
に
安
政
二
年
に
迎
え
た
し
、
江
川
の
下
に
福
山
藩

士
を
銃
隊
操
法
学
習
の
た
め
に
入
門
さ
せ
た
り
、
蕃
所
調
書
に
子
弟

を
入
学
さ
せ
て
い
る
。

幕
政
の
伝
統
的
理
念
は
保
守
的
で
あ
り
、
正
弘
の
洋
学
志
向
に
対

す
る
関
心
は
強
く
て
も
、
保
守
派
の
代
表
格
で
あ
る
幕
閻
、
家
老
、

藩
臣
な
ど
反
対
、
抵
抗
は
強
く
、
国
内
、
藩
内
共
に
政
治
的
葛
藤
と

国
際
的
危
機
状
況
に
対
応
し
て
の
苦
悩
は
深
刻
な
も
の
が
あ
っ
た
。

明
治
元
年
三
月
、
新
政
府
は
西
洋
医
術
の
長
所
も
採
用
す
る
こ
と

を
宣
明
し
た
。
同
年
六
月
に
幕
府
は
西
洋
医
学
教
育
機
関
の
医
学
所

を
復
興
し
て
、
明
治
二
年
二
月
に
は
医
学
所
、
大
病
院
は
合
併
さ
れ

て
、
医
学
校
兼
病
院
と
改
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
中
央
と

特
に
関
係
の
深
か
っ
た
福
山
藩
で
は
、
早
く
か
ら
、
こ
の
新
た
な
体

制
に
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
ら
れ
る
。

医
学
校
は
深
津
郡
福
山
西
町
字
築
切
に
あ
り
、
同
仁
病
院
に
併
設

さ
れ
て
、
校
長
は
寺
地
強
平
で
あ
る
。
院
長
を
補
佐
し
た
の
が
寺
地

い
か
が
わ

の
門
下
で
あ
る
五
十
川
基
、
小
林
義
直
や
藩
外
へ
遊
学
し
た
藩
医
た

ち
で
あ
る
。
使
用
さ
れ
た
医
書
と
し
て
は
『
人
身
究
理
』
、
『
博
物
新

論
』
、
『
気
海
観
潤
』
、
『
舎
密
開
宗
』
、
『
化
学
訓
蒙
」
、
『
分
析
学
』
、

『
生
理
発
蒙
」
、
『
病
学
通
論
』
、
『
和
蘭
薬
鏡
』
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
、

『
眼
科
新
書
』
な
ど
が
あ
る
。

福
山
地
方
で
も
、
蘭
学
は
世
界
に
通
用
す
る
言
語
で
な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
医
学
は
藺
語
よ
り
英
語
、
独
乙
語
に
転
ず
る
傾
向
が
あ

り
、
英
語
の
リ
ー
ダ
ー
を
読
み
始
め
た
と
い
う
。

生
徒
は
三
十
六
人
で
あ
る
。

平
川
良
坪
の
回
想
録
に
よ
れ
ば
、
病
院
に
は
藩
内
六
郡
の
医
師
殆

ど
全
員
出
任
さ
せ
、
内
科
、
外
科
、
産
科
、
眼
科
、
接
骨
科
に
分
担

た
け

さ
せ
、
入
院
、
往
診
も
行
っ
た
。
藩
主
阿
部
正
桓
が
福
山
を
離
れ
、

東
京
に
移
る
と
き
き
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
福
山
一
摸
が
発
生
し
た
。

そ
の
際
、
火
傷
・
外
傷
患
者
数
十
名
を
入
院
さ
せ
、
四
肢
切
断
、
弾

丸
副
出
な
ど
が
行
わ
れ
、
数
十
名
の
医
員
が
総
動
員
さ
れ
て
治
療
に

当
っ
た
と
い
う
隆
盛
を
極
め
た
病
院
。
医
学
校
も
や
が
て
廃
止
と
な
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っ
た
。
事
業
漸
く
緒
に
つ
か
ん
と
し
て
、
俄
か
に
消
滅
し
た
こ
と
は

残
念
で
あ
る
。
殊
に
福
山
の
お
か
れ
た
政
治
的
背
景
や
社
会
制
度
の

相
吹
ぐ
劇
変
に
よ
っ
て
、
そ
の
混
乱
の
中
で
の
記
録
は
充
分
で
な

く
、
出
来
う
る
か
ぎ
り
先
人
の
業
績
を
調
査
し
、
そ
の
偉
業
を
た
た

く
仕
茅
う
這
力
き
恥

え
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
広
島
県
廿
日
市
市
）

島
邨
俊
一
は
、
一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
年
）
七
月
の
京
都
帝
国

大
学
医
科
大
学
設
置
に
あ
た
り
教
諭
が
ひ
き
ぬ
か
れ
て
京
都
府
医
学

校
が
存
立
の
危
機
に
あ
っ
た
と
き
、
ふ
ゑ
と
ど
ま
っ
て
医
学
校
を
存

立
さ
せ
た
人
で
あ
り
、
ま
た
、
島
根
県
に
狐
瀝
病
の
現
地
調
査
を
し

た
精
神
病
学
者
で
あ
る
。
そ
の
姓
に
、
島
村
と
も
島
邨
と
も
か
か
れ

て
い
る
。
谷
中
霊
園
に
あ
る
養
父
お
よ
び
本
人
の
墓
碑
は
島
邨
と
し

る
さ
れ
、
井
關
七
郎
『
大
日
本
博
士
録
』
第
二
巻
（
一
九
二
二
年
）

で
も
島
邨
と
さ
れ
る
が
、
学
位
記
ほ
か
公
的
文
書
で
は
島
村
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
他
の
親
族
は
島
村
と
な
っ
て
い
る
。
本
人
が
邨
の
字

を
こ
の
ま
れ
た
よ
う
で
、
こ
こ
で
は
島
邨
と
表
記
す
る
。
名
の
読
み

も
、
『
大
日
本
博
士
録
』
は
ト
シ
イ
チ
と
す
る
が
、
ド
イ
ツ
語
論
文

で
は
シ
ュ
ン
イ
チ
と
な
っ
て
い
る
。

島
邨
俊
一
小
伝

ｌ
悲
運
の
精
神
病
学
者
Ｉ

岡
田
靖
雄
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